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全ての建設生産プロセスにおける3次元モデルの流通・活用等により、i-Construction

を深化させ、業務や建設現場での生産性を飛躍的に向上させることを目的とした研究

を行っています。

社会背景と課題

研究内容

☞関連記事はこちら

・機械設備点群データの属性情報付与及び３次元モデル化手法の構築 （P.83）

・２次元ＣＡＤデータを用いた３次元モデル自動構築技術 （P.85）

社会資本マネジメント研究センター

ＢＩＭ／ＣＩＭの活用・共有を図ることを目的に、

モデルの作成方法や、三次元データについて一元的

に集約管理するためのＤＸデータセンターの活用に

関する研究を行っています。

 少子高齢化に伴い建設産業の担い手が減少しており、建設現場の生産性を向上させることが必要である。

 国土交通省では、調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新までの建設生産プロセス全体で ICT 等

を活用する「i-Construction」を推進し、建設現場の生産性を 2025 年度までに 2 割向上させることを目

指している。

ＢＩＭ／ＣＩＭの活用・共有
のための技術開発

施工の自動化に向けて、工事現場から収集するデー

タを、AI の学習用データとして活用可能にする研究

をしています。そのために、地形状態や作業状態表現

のモデルを標準化する検討を行っています。

施工の自動化

現場から収集される情報の標準データ化

建設生産性の向上と魅力ある建設現場を実現する

位置情報、施工映像 取得

位置情報
（ロケーター）

施工映像
（カメラ）

タグ

【取得データ項目】
位置情報（作業員及びクレーンフック）
工事現場の施工映像

建設現場におけるデジタルデータの取得・分析

建設現場の実態分析や新技術の活

用を進めるためには、建設現場の実

態をデジタルデータで把握し、分析

する必要があります。

このため、取得データ項目、デー

タ取得方法、分析方法などに関する

研究を、実際の工事現場において、

関係者の方々のご協力をいただきな

がら進めています。

DXデータセンターを活用した

被災状況の共有（イメージ）

被災前の河川モデル
に被災後の現地写真

を重ねる。
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